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Abstract 

Benthic marine algal flora was investigated at the isolated rocks， Miyazaki 

Fishing-port and boulders around the port of Miyazaki coast， Asahi Town at the 

east mouth of Toyama Bay. Up to now， 105 species (15 of Chlorophyceae， 35 of 

Phaeophyceae and 55 of Rhodophyceae) were recorded. The following species 

were reported in Toyama Bay for the first time ; Derbesia sp.， Pseudochlorodesmis 

furcellαtα，PIαdinα minor， Hildenbrαnditia rubrα， Dudoresnαyα japonicαand 

Lithophyllum neoαtαlαyense. In shallow areas of the isolated rocks， annual brown 

canopies of Sαrgαssum horneri and Undαr'Lαp'Lnnαtifid，αwere common. Under or 

around the canopies are patches of algal tufts and groundcovers. In deeper 

areas kelp bed of Eckloniαkurome extended at least down to the depth of 25m. 

Here blue iridescent red alga Chαmpia bifidαgave an accent in the shallow 

water view. At Miyazaki Fishing-port， algae were abundant on the concrete 

slopes. On subtidal boulders around the port dominate Sαrgαssum spp. and edible 

sea-tangle Sphαerotrichia diuαr'LCαtα. At Miyazaki Coast， U. pinnatifidα， S. di-

uαrl，Cαtαand p，α.penfusiella kuromo are commercially harvested using a pinwheel-like 

hook or a three-forked twister， a dredge and a rake， respectively. 

Key words : Flora， Harvesting implements， Marine algae， the Sea of Japan， 

Toyama Bay 

富山県朝日町の宮崎沿岸は富山湾東部海域で唯一の岩礁地帯となっており，辺(へた)の島，

中の島および沖の島とよばれる離れ岩やこれらに連なる暗礁，磯地帯が点在している。この付近

では， I越中国誌J(杉木 1890)にも「宮崎の石尊・海藤」とあるように ワカメ Undaria

ptnnαtifidaやモズク類が普から利用されている。 特に，ワカメは特産物の灰付若布が生産されて

おり(下新川郡役所 1909，北陸農政局統計情報部 1979)，増産の期待が大きく 岩礁爆破事業

に伴う効果調査(湯ロ 1971)が行われたこともある(藤田 1994)。しかし，そのほかの海藻に

*富山県水産試験場 (ToyamaPrefectural Fisheries Research Institute， Namerikawa， Toyama 936， Japan) 

富山県水産試験場業績A第37号



2 富山県水産試験場研究報告第6号 (1995) 

ついては，菊池 (1935)及び大島 (1932，1952)が県沿岸産海藻目録の中で数種の産地として朝

日町内の宮崎及び泊の地名を挙げ，富山県水産試験場 (1943)が離れ岩周辺の漸深帯，谷口 (1959)

が宮崎漁港の潮間帯の海藻の生育状況を簡単に述べているに過ぎず， 1984年発行の「朝日町誌」

(自然編)にも海藻の項目はない。朝日町宮崎沿岸，特に離れ岩周辺は，冬季の調査が極めて困難

であり，未だ不十分な資料ではあるが，ここでは既往の知見に著者らの潜水調査結果を加え，主

な海藻の種類と生育状況について概要をとりまとめたので報告する。

調 査 海 域

離れ岩とその周辺の岩礁地帯は富山県朝日町宮崎 (N360 58' E1370 36 . )の漁港の北側に

あり，辺の島 (Plate1-A)は距岸60m，中の島 (Plate1・B)は約350m，沖の島 (Platel-C) 

は約700mの地点にあり，ほぼ一直線上に並んでいる (Fig.l)。これらの離れ岩はいずれも周囲

数m，高さ1mほどの岩礁が1ないし数カ所，海面に露出しているだけで，斜面は急深で，垂直と

なっているところもある。離れ岩に連なる岩盤は岸から北東に約1，100m，東西に約100mの範囲

で，水深20m付近まで認められ，所々海底から隆起して暗礁を成している。特に，辺の島と中の

島の聞の2カ所(i辺の島の沖の瀬」と「カモメハズレJ) ，中の島と沖の島の聞の「中の島の
沖の瀬J，沖の島の北東の2カ所(i沖の瀬J(Plate 1・D)と「沖の島の沖の瀬J)の暗礁は大
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Fig. 1 Map of Miyazaki Coast of Asahi Town， Toyama Prefecture. Inset provides the location 
of Asahi Town. 
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きく，海面近くまで隆起している。水深は，辺の島周辺で5m，r沖の瀬」周辺で、16mに達する。
ただし，辺の島のすぐ東側には2基の離岸堤が設置されており，そのうちの l基と漁港防波堤は

トンボロによって連絡し辺の島の周辺も浅くなりつつある。

宮崎漁港は宮崎鼻に位置し，南西側に開口している。港内の水深は約3m，奥行は約4切mあり，

係留岸壁のほかに， 2カ所の船揚場(斜路)と 4カ所の突堤がある。漁港防波堤の外側では，西

側に波消しブロックが投入されており，東側には砂が堆積している。なお，漁港内(南側斜路)

には小さな用水が流れ込んでいる。

宮崎漁港 (Plate1・E)の東西には漁港を挟んで磯地帯が続いており，潮間帯から水深10m付近

まで巨磯も見られる。 特に，漁港西側の磯地帯 (Plate1・F)には「和倉」と呼ばれるワカメ，

アワビ，サザエなどの好漁場があるが，笹川河口までの聞に離岸堤(いずれも距岸約50m)が7

基設置されている。

なお，調査海域のうち 宮崎漁港の平面図は「富山の漁港J(富山県 1989) 中の島周辺と漁
港西側の磯地帯の海底地形図は浜田・藤田 (1993)に描かれている。

宮崎沿岸の定置網で測定された表面水温を1972--1990年(月 1回測定，欠測月有り)の月別平

均値でみると， 3月に最も低く8.7
0

C，9月に最も高く24.7
0

Cとなっている(富山県水産試験場199

1)。また，表層の塩分は通常30を越えているが 6月から7月にかけては上記期間の平均で28付

近まで下がり， 1981年7月には最低値13.09が記録されている。

調 査 方 法

1989--1994年までの7月または8月に 1，2回ずつ，著者の一人藤田が離れ岩および磯地帯で

SCUBA潜水によって海藻の採集または写真撮影を行ったほか 1990年12月 1991年4月およ

び1992--1994年の7--8月， 1994年11月に1回ずつ，宮崎漁港と磯地帯で磯採集を行い，実験室

に持ち帰って同定した。

結果及び考察

朝日町宮崎沿岸の海藻相本調査期間に朝日町宮崎沿岸で生育が確認された海藻は，緑藻14種，

褐藻28種及び紅藻49種の合計91種で，既にこの沿岸で生育が知られている種とともにAppendix

Tableに掲げた。その結果，緑藻15種，褐藻35種及び紅藻55種の合計105種が数えられるに至った。

但し，植物着生性のオーデユイネラ属や無節サンゴモ類などについては十分に調査が進んでいな

い。なお，富山県水産試験場 (1943)が報告したナガキントキPrionitiselatαと湯ロ (1971)が

報告したトサカノリMeristotheca pα.pulosaは，分布から考えると誤認の可能性が強いので表に

は含めなかった。また，菊池 (1935)が宮崎に産するとして挙げている種のうち，現在認められ

ていないものも除外しである。そのほかの海藻で，今回の調査で見つかっていないものも若干認

められるが，いずれも富山湾の他の海域で確認されているものであり，今後，調査を重ねてゆく

に従って生育が確認されるものと思われる。また，参考までに衰の中に示した各種の採集地また

は生育確認地についても同様である。
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富山湾の他の区域の海藻相との比較は尚早であるが高岡市および氷見市沿岸を中心に調べた

「富山湾産海藻誌J (大島 1952)に掲載されている海藻が174種であること，その後，氷見市沿岸
を中心に調べたHonda& Noda (1970)に掲載されている海藻が186種(記載種193種から藍藻類
7種を除く)であることから判断すると，富山湾西部沿岸よりも海藻の種類数は少ないと判断さ

れる。この理由としては，湾西部と比べて沿岸が急深であり，藻場(海中林)の規模が小さいこ

と，波浪が強く静穏域がないこと，基質面の更新が起こりやすい砂岸質の岩盤が存在しないことな

どが考えられる。

緑藻のツユノイト属1種とニセマユハキ，褐藻のウスユキウチワ，紅藻のペニマダラ， ヒビロ

ウドおよびクボミイシゴロモは今回初めて富山湾産種として報告する種であるが これまでに氷

見市沿岸だけで生育が確認されていたケヤリやフタエオオギが朝日町沿岸でも見つかっているこ

とから考えても，今後，湾内の他の場所で見つかる可能性は大きい。

朝日町宮崎沿岸の植生 以下に，離れ岩とその周辺，宮崎漁港および漁港周囲の磯地帯の3

区に分けて，植生の概要を述べる。なお，学名はAppendixtableに一括して示したので，本文で

は省略した。

1.離れ岩とその周辺

各離れ岩の斜面で顕著な群落を形成していた大型海藻は，アカモク (Plate2・A)，ワカメ (Pl

ate 2・B)およびクロメ (Plate2・C)で，離れ岩間の海底ではクロメが散在していた。海藻群落の

下限水深は明かではないが， i沖の瀬」の周囲の海底では少なくとも水深25m付近まで巨磯にクロ

メが生育しており，人頭大に満たない小さな礁の上にもフサノリ，ケヤりなどが見られた。

なお，朝日町と隣接する入善町から滑川市の沿岸にかけて点在する藻場の沖側には所々キタム

ラサキウニStrongylocentrotusnudusが顕在するウニーサンゴモ群集(一見，磯焼けのような景

観を呈する)が知られている(藤田 1994)が，朝日町沿岸では，最も深くまで発達している離れ

岩周辺においてもこのような群集の存在は確認されていない。

各離れ岩の漸深帯上部で最も顕著な海中林を形成していたのはアカモクで， この海中林の下層

や周辺にはワカメ サナダグサ，フクロノリ カニノテ ウスカワカニノテ ヘリトリカニノテ

などがパッチを形成していた。また，アカモクの海中林よりも浅いところでは， ウミゾウメン，

キョウノヒモ，カタノリ，ピリヒパ，ウラモサズキ，ヒラワツナギソウ，スギノリ ランゲリアな

どが生育しており，深いところでは，ハイミルモドキ，クロメ，ケヤリ， ノコギリモク， カガヤ

キイシモ(新称) カニノテ，ヘリトリカニノテ エツキイワノカワヒラガラガラなどのパッチ

が認められた。

アカモクの海中林は水深3........7mで最も顕著に発達し， 7月まで成熟個体が海面下(水深2........ 

4m)に濃密な林冠を形成しており，一部の個体は8月まで流失せずに残っていた。 1993年 7月

に各離れ岩におけるアカモク群落の下限水深を調べた結果， l'1中側の離れ岩ほど深くなる傾向が認

められたが， i沖の瀬」の場合(東側で浅い)を除けば，方角による顕著な差は認められなかった

(Table 1)。なお，アカモクは，氷見滑川，魚津など，県内の他の沿岸では海面に藻体の先端

部を浮かせて疎らな林冠を形成し， 5月頃までに成熟を終えて海底に倒れるか，流れ藻となって

流失する(藤田 1994)。これと比べると，離れ岩周辺のアカモクは，林冠形成水深及び成熟・流

失時期の点で特異な存在となっている。
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Table 1. Lower limi t of Sarg，ωsum homeri forests at isolated rocks， off Miyazaki 
Coast， Asahi Town. (Measured using di討veぽr乍 depthmeter 0∞n 1ω99ω3 J品ul匂y2犯8.>

Name of Depth Distance from Lower limit of S. homeri (m) 
isolated rocks (m) Shoreline{m) North South East West 

Hetanoshima Isl. 5 60 4 3 2 4 

Nakanoshima Isl. 10 350 4 4 5 4 

Okinoshima Isl. 13 700 9 6 8 7 

Okinose Reef 16 1000 12 12 7 13 

ワカメはアカモクと混生していることも多かったが，下限水深はアカモクよりもやや浅く，最

も深くまで生えている「沖の瀬」においても水深7m付近であった。なお， 1993年の7月には離

れ岩でアマクサアメフラシAplysiajuliαnαが大発生していた。本種はワカメの害敵種で，県内で

も氷見の養殖ワカメに被害を及ぼしたことがある(藤田 1991)が 離れ岩の周辺でも葉状部が食

われて茎だけ残っている個体が目立った。

富山県水産試験場 (1943)や湯ロ (1971)が離れ岩に産することを報告しているヒラワツナギ

ソウ (Plate2-D， E)は今回の調査でも多く見られ海の中で美しい青い蛍光を発する種で，朝

日町宮崎沿岸の海中景観上 重要な存在となっている。

2.宮崎漁港

漁港では港口付近の船揚場の斜路とその周辺で海藻が多く生育していた。 11-1月には斜路の

飛沫帯に藍藻，潮間帯最上部に珪藻，潮間帯下部にトゲイギスがそれぞれマット状に繁茂してい

た。斜路の漸深帯では， 7 -8月にはアナアオサ， 11-..1月にかけてはウスカワカニノテが優占し

ており，所々にミル，ヘラヤハズ，カパノリ，ツノマタ，キョウノヒモ，クロソゾ，フシツナギな

どが混在していた。また，斜路の下方で露出している岩盤ではクロメやホンダワラなどが点在し

ていた。 7-8月の調査では，防波堤側面の潮間帯にタマジュズモが帯状に生育していた。
斜路と防波堤以外の護岸では海藻はほとんど見られなかったが 漁港最奥部の斜路とその下の

礁で11月に調査を行ったところ，ミル タワラガタシオミドロ ホンダワラ類 カパノりなどが

若干生育していた。また，漁港北側の防波堤の内側には局所的にヒラアオノリの群落を認めること

ができた。防波堤の外側については，巨大な消波プロックが投入されているために調査ができな

かった。なお，この漁港では度々拡張・改築工事が行われており，谷口 (1959)が報告したセイヨ

ウハパノリ，ウスパアオノリおよびウミトラノオが今回の調査で発見できなかったのも，環境が変

わって海藻の植生が変化したことによる可能性もある。

3.漁港周囲の磯地帯

漁港の東側では，浅所には海藻が生育していなかったが，水深2-..9m付近にイシモズクの大

群落が確認された (Plate2・F)。イシモズクは水深6-..9mに密に生育しており 水深7m以深

では次第にケヤリの占める割合が多くなっていた。また，水深2m付近のイシモズクは大半が珪
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藻類に覆われていた。イシモズクの着生基質となっている磯の大きさは様之であったが，比較的

大きめの操（径30～50ｃｍ程度）で着生量が多かった。このほかの種類としては，希にクロミルが

見られた程度であった。

漁港西側の喋地帯では浅所から海藻が生育しており，１月には巨喋最上部の飛沫帯にクロノリ，

潮間帯にツヤナシシオグサ，アナアオサおよびトゲイギス，そのすぐ下にはフシスジモクが見ら

れ,４月にはこのほかにユナとカヤモノリが潮間帯下部に繁茂していた。８月には潮間帯上部にピ

リヒバが直立体を形成しており，イバラノリやアナアオサなどが大量に打ち上げられていた。

この操地帯では水深10ｍ付近の砂地との境まで，ホンダワラ，ヤツマタモク，マメタワラ，ク

ロメ,サナダグサ，ヘラヤハズ，シワヤハズ，イシモズク，ウラモサズキなどが在していた。離

岸堤の沖側ではウスユキウチワの群落（Plate2-G）やヒラワツナギソウを確認することができた。

また，操地帯の西端の笹川河口沖にも大規模なイシモズク群落が認められたが,藻体には珪藻やシ

オミドロ類が大量に付着していた。

なお，この操地帯の潮間帯では，春に無節サンゴモが白くなって人目につきやすくなる（Plate

l-F）ために，漁業関係者の間では，烏の糞の堆積，セメントの付着，磯焼けの発生など，様右

な憶測がなされて騒がれていた。本調査の結果，この無節サンゴモの大半を占めている種がMasaki

(1968）の報告したクボミイシゴロモであることが判明した（藤田1994）。この無節サンゴモの

白化を引き起こす環境要因が何か，今後明らかにしてゆく必要がある。

朝日町沿岸で用いられている海藻採集具冒頭にも述べた通り，朝日町宮崎周辺ではワカメ

とともにモズク類が採取されている。これらを採集するための漁具は日本藻類学会第18回富山大

会において展示したが,本稿の末尾に採録しておく（Plate3）。ワカメは三叉状の捻り具（Plate

３－Ａ）または風車状の鈎爪と歯の付いた道具（Plate3-B）を用いて，辺の島，中の島または漁港

西側の藤地帯（和倉漁場）に生育するワカメを捻り取って採集されている。また，地元でイワモ

ズクと呼ばれているクロモは，漁港西側の操地帯の巨喋，コンクリートブロック，ホンダワラ類

の体上などに付いているものを鉄爪（Plate3-C）を装着した棒で掻き取って採集している。この

ほか,漁港東側の喋地帯に発達するイシモズク漁場では鉄爪の付いた曳き具（Plate3-D）が用い

られている（藤田1994）。ワカメは灰付けして乾燥した後，箱詰めして出荷されている。
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AppendixTableListofmarinealgaeofMiyazakicoastinAsahiTown，ToyamaPrefecture．

Ｆ
Ｙ
Ｆ

Miyazaki

Fishingport

Sites

unknown
species Isolated

rocs

Boulders

aroundport

Chlorophyceae緑藻綱（１５species）
Chlorococcalesクロロコックム目

Palmellaceaeパルメラ科

PpjmQpﾉiy"ｕｍｃｍｓｓ“ｍｖａｒ．ｏ市jc必ja9e

Ulvalesアオサ目

Ulvaceaeアオサ科

Ｅ>ztemmonpﾉbacomprBssaヒラアオノリ

EPzzemmomﾉbα〃凡zαウスバアオノリ

ＵＺＵａｐｅｒｔｕｓａアナアオサ

Cladophoralesシオグサ目

Cladophoraceaeシオグサ科

Chaetomomﾉｂａｃｍｓｓａホソジュズモ

Chaetomorアノｂａｍｏ"泌睦、タマジュズモ

CjtzdOphom／bscjc拠わrfsフサシオグサ

ａｔｚｄＯｐｈｏｍＱｐａａｚツヤナシシオグサ

Codialesミル目

Bryopsidaceaeハモネ科

ＢｒｼQpsjssp，ハモネ属1種
Codiaceaeミル科

CbdiumdiUa花cα“、クロミル

Cbdjum／、g』んミル

Codium伽ｂｓｊｊハイミルモドキ＊２

Codfumyezoe7zseエゾミル（イモセミル）

Pseudoc〃omdesmjs血r℃ejj上ztaニセマユハキ

Derbesioaceaeツユノイト科

Ｄｅ７もesjasp・ツユノイト属１種*３

Ｆ１＊’ Ｆ

T○

Ｔ

Ｔ､ＦＯ

Ｆ

Ｆ Ｆ

Ｆ
Ｆ
Ｆ

，
Ｔ

Ｆ
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Ｆ

Ｆ

Ｆ
Ⅷ
ｍ
Ｆ
Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

囚haeQpﾉiyceae褐藻綱（３５species）

Ectocarpalesシオミドロ目

Ectocarpaceaeシオミドロ科

Ｅｂｔｏａｚ願Z4ssp、シオミドロ属１種
Ｈｈｚｃ虎ｓｊａｍ此cheZjbeタワラガタシオミドロ＊‘

Ralfsialesイソガワラ目

Ralfsiaceaeイソガワラ科

Ｒａ胸aUer7･ucosaイソハンモン

Chordarialesナガマツモ目

Chordariaceaeナガマツモ科

PqpeFq/t4ssje"α他r℃、ｏクロモ（イワモズク宮崎）

ａＤｈａｅｍｔ減cﾉbjadjUa減Ｃａｔαイシモズク

Scytosiphonaceaeカヤモノリ科

ＣＯわome凡ｊａｓ”Csαフクロノリ

恥ｄｔｚｍｃｈｎｅ６ｊｎｇｈａｍｊａｅハバノリ

的drocjatﾉiruscjatﾉb極地ｓカゴメノリ

Petajoniα／bscjαセイヨウハバノリ

Scytosipho凡jomeFzta減αカヤモナリ

Ｆ

Ｆ

Ｙ,ＦＣ

Ｆ Ｆ

○

Ｆ
Ｆ

Ｆ
Ｙ
ＹＹ，Ｆ

ａ
ａ

ｍ
ｌ
ｍ
ｌ F○
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Ｆ

species lsolated

rocks
Miyazaki
Fishing-port

Boulders

aroundport

Sites

unknown

Desmarestialesウルシグサ目

Desmarestiaceaeウルシグサ科

ＤｅＳｍａ７１ｇｓｔｊａＵｊ減djsケウルシグサ

Laminarialesコンブ目

Alariaceaeチガイソ科

Ｕ>zdα'fapiFzJzat坂血ワカメ

Chordaceaeツルモ科

ｃﾉｾo『て此zβzumツルモ（ウミナガソウメン宮崎）

Ｅ℃ため砲iα虎ｕｒｏｍｅクロメ（カジメ宮崎）

Ｅｂたん"jastojb冗旅、ツルアラメ

Dictyotalesアミジグサ目

Dictyotaceaeアミジグサ科

Djctyopte減ｓｐｍｊ舵、ヘラヤハズ

DictyOpterQjsz"zdZ4Ztztaシワヤハズ

DjctyotadZCﾉbotomaアミジグサ

DictyotajZ'ｚｅａｒｆｓイトアミジ

Ｄ"Ｑｐｈｕｓｏ”ｍｕｍｅフクリンアミジ

DjStrW7Z虹、。どC座m6e7ZSフタエオオギ

Hzcﾉbﾉdjctyo〃coFfaceumサナダグサ

Ｐｂｄｊ“αrもor℃scazsウミウチワ

Rzdj”ｃｍｓｓａコナウミウチワ

Ｐ上zdZ“mjFzorウスユキウチワ

Fucalesヒバマタ目

Sargassaceaeホンダワラ科

Ｓｃz『gassumco峨唖、フシスジモク

SargZzss"、〃Ue"i"7ｚホンダワラ

Ｓ上zngZzss…ﾉbemjpﾉiy"zmzイソモク

Ｓｔｚｒｇａｓｓ哩ｍｈｏｍｅ減アカモク

Ｓｔｚｒｇａｓｓｚ４ｍｍａｃｍｃａｍ必、ノコギリモク

Sbngass型ｍｍｚｃｍｃａＪｚｔ池、トゲモク

Sbngass"ｍｐａｔｅｎｓヤツマタモク

Ｓｔｚ辱zssumpi血J舵、、マメタワラ

ＳＣＺ７写zssum7flZggOZtjZa皿、オオバモク

Sczrgzzssz"7ｚｔﾉｾu"6e感ｊウミトラノオ

Ｔｏ

To,Ｙ,ＦＣｌＦ To,Ｙ，ＦＣ

Ｆ

Ｙ，Ｆ Ｆ Ｙ，Ｆ Ｏ
ＯＫ
Ｋ

Ｆ
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Ｆ
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Ｆ
ｍ

F○

Ｆ

ＦＣ

９
？
Ｄ

Ｆ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｆ
Ｆ

Ｆ
ｍ
ｍ

ｌ
９
９

Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ

Ｆ
Ｆ
Ｆ

Ｔａ

Ｙ，Ｆ Ｆ
Ｙ

Ｙ

Rhodophyceae紅藻綱（５５species）
Bangialesウシケノリ目

Bangiaceaeウシケノリ目

ＰＣや伽ｍｏｈａｍｕｍｅクロノリ

Por1pﾉtympse“わ"ｿZea雄ウップルイノリ

ＰＣ、ﾉｾｊｍｙ巴zoerzsjsスサビノリ

Nemalialesウミゾウメン目

Bonnemaisoniaceaeカギケノリ科

BoFmemajso極αﾉbα、舵、カギノリ

ｍ
Ｆ
Ｆ

F○

Ｆ
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Ｋ

species Miyazaki

Fishing-port

lsolated

rocks

Boulders

aroundport

Sites

unknown

Galaxauraceaeガラガラ科

ＧａＪａ９ｒａ座"んjbataヒラガラガラ

ScjmjajqpoIzzcaフサノリ

Helminthocladiaceaeベニモズク科

ｊＶ台、α"o〃uemzjc皿Zα花ウミゾウメン

Gelidialesテングサ目

Gelidiaceaeテングサ科

Ｇｅ"｡Z腿ｍａｍＣｍｓｊｊマクサ

PtemcJadjacqpj肱zceaオバクサ

PfemcZadZamFzaチャボオバクサ

Corallinalesサンゴモ目

Corallinaceaeサンゴモ科

Ａｍｐﾉbjma6eauUojsjjウスカワカニノテ

AmphjF℃adZkztataカニノテ

Ａｍｐﾉｂｊｍａｍｊｓａ厩創zsjsヒメカニノテ

ComjZjlzapj“舵、ピリヒバ

ｃﾉﾋｍｊａａｄﾉhaer壇Jzsヒメモサズキ

Ｊ上z〃jα〃jppo〃jcaウラモサズキ

Ｌ此hopﾉ馴血ｍｏ紅z、皿ｍｅヒライポ

Ｌ此ﾉtopﾉby"zmzFzeoaZa勿e7zseクボミイシゴロモ

Ljtﾉtopﾉby"umyessog7zseエゾィシゴロモ

Ｍｚ呼冗jspommcmssjSsjmaへリトリカニノテ

Mzng航jspommdec"”tαマガリカニノテ

MeSqPhy"l"7ZCyStO“mjdelmZクサノカキ

Mesopﾉly"u、凡j“u、カガヤキイシモ（新称）

Cryptonemialesカクレイト目

Halymeniaceaeムカデノリ科

Gmtejoz4PjadjUa減Catαカタノリ

Gmtejo”αβzjcjlzaムカデノリ

GmteZoz4pjaoA2amumeキョウノヒモ

GmtejOz4pjα”、皿、ツルツル

Hildenbrandiaceaeベニマダラ科

HZjde肋７wzdtja河め、ベニマダラ

Kalllymeniaceaeツカサノリ科

Ｃｔｚ"QpﾉhyjZjssp、トサカモドキ属1種

Peyssonneliaceaeイワノカワ科

Ｐどysso"e"ααzz〃を、エツキイワノカワ

ＰどyssoFzeZjaconchjcoわベニイワノカワ

Gigartinalesスギノリ目

Gigartinaceaeスギノリ科

Cho7zdrz4so“"ａｔαツノマタ

Gracilariaceaeオゴノリ科

ＧｍｃｊＪａｒｆａ６ｕ庵a9pastorjsシラモ

Gr1acjZarfaZe苑torjjカバノリ
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(Continued) 

Species 

Hypneaceae イバラノリ科

Hypnea charoides イバラノリ

Nemastomataceae ヒカゲノイト科

Predaea jα:ponic，α ユルヂギヌ

Phyllophoraceae オキツノリ科

Gymnogongrus flabelliformis オキツノリ

Plocamiaceae ユカリ科

Plocamium leptophyllum ホソユカリ

Plocamium telfiαiriαe ユカリ

Rhodymenia1es マサゴシパリ目
Champiaceae ワツナギソウ科

Champiαbifid，α ヒラワツナギソウ

Champiαpαruula ワツナギソウ

Lomentαrlαcαtenαtα フシツナギ

Rhodymeniaceae マサゴシパリ科

Chrysymenia wrightii タオヤギソウ

Rhodymenia intricαtα マサゴシパリ

Ceramiales イギス目

Ceramiaceae イギス科

Cαmpyl，αephonαhypnoides エゴノリ

Centrocer，αs claulatum トゲイギス

Ceramium kondoi イギス

Wrangeliαtα.yloriαnα ランゲリア

Delesseriαceae コノハノリ科

Acrosorium uncinatum カギウスパノリ

M artensia denticulatα アヤニシキ

Rhodomelaceae フジマツモ科

Chondriαcrassicaulis ユナ

Lωrendαintermediα クロソゾ

Lωrencta cαrtilaginea カタソゾ

Polysiphoniαsαuαtieri ヒメイトグサ

Polysiphoniαsp. イトグサ属1種

Isolated 

rocks 

F 

Y， F 

F 

To， Y， FO 

F 

Y 

F 

FO 

F 

Miyazaki 
Fishing-port 

F 

Ta， F 

F 

FO 

F 

F 

Ta 

11 

Boulders l Sites 
around port I unknown 

F 

F 

F 

F 

F 

F 

F 

F 

F 

FO 
F 

O 

K. 0 

K. 0 

* 1 F: Collected by D. Fujita during present study， FI: Fujjita& Izumi (1989)， K: Kikuchi (1935); 
0: Ohsima (1952) ; T: Taniguchi (1959); To: Toyama Pref. Fish. Exp. Stn. (1941); Y: Yuguchi (1971); 
0: Colonia1 or abundant. 
* 2 Formerly treated邸 C.adhaerens (ハイミル)in Japan. 
* 3 Gametophytes (ウミノタマ)were collected at 20m below S. W.. 
* 4 Formerly treated as Gifforidia mitchellae. 
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PlatelViewofcollectingsitesatMiyazakiCoast，AsahiＴｏｗｎ・

Ａ－Ｄ：Isolatedrocks（arrows)．Ａ：Hetanoshimalsl.Ｂ：Nakanoshimalsl．

Ｃ：Okinoshimalsl．Ｄ：OkinoseReef

E：MiyazakiFishing-port．

Ｆ：BoulderswestofMiyazakiFishing-port・NoticetheintertidalcoraUinezone

（arrows,mainlyLjtﾉiophyZ此nzneoataJayelzse）turnedwhiteduringspringtides．

Plate2TypicalalgalvegetationofMiyazakicoast，AsahiＴｏｗｎ．

Ａ：ＣａｎｏｐｙｏｆＳａ屯assumhomer･jandunderstorypatchofPachydjctyo凡corLα‐

ｃｅｕｍｏｎｔｈｅｓｌｏｐｅ（7ｍｂｅｌｏｗＳ.L､）ofNakanoshimaIsl.．

Ｂ：ＫｅｌｐｂｅｄｏｆＵ７ｚｄａｒｊａｐ伽ａｔ城dａｏｎｔｈｅｓｌｏｐｅ（5ｍｂｅｌｏｗＳＬ.）ofHetanoshima

lsL

C：ＫｅｌｐｂｅｄｏｆＥｃﾉbZolzja伽rｏｍｅｏｎｔｈｅｓｌｏｐｅ（15ｍｂｅｌｏｗＳ.L,）ofOkinoseReef．

Ｄ：IridescentredalgaChampjab城dacommoninthesubtidalzoneofMiyazaki

Coast．

Ｅ：Ｃｂ抗dagivingoffbriUiantiridescencｅｏｎｔｈｅｓｌｏｐｅｏｆＨｅｔａｎｏｓｈｉｍａｌｓ１．．

Ｆ：Sea-tanglebedofSphael．oかjcﾉtjadjuarjcataontheboulders（7ｍｂｅｌｏｗＳＬ.）

eastofMiyazakiFishing-port．

Ｇ：ＰａｔｃｈｏｆＰｎｄ加αｍ加orfoundonboulders（3ｍｂｅｌｏｗＳＬ.）westofMiyazaki

Fishing-port．

Plate3HarvestingimplementsusedatMiyazakiCoast，AsahiＴｏｗｎ．

Ａ：Pinwheel-likehookforU>zda7･japjn刀ａｔi/Zda．

Ｂ：Three-forkedtwisterforU.ｐ加刀α城dα、

Ｃ：DredgeforSpﾉＺａｅ７･otFjchjadjU”jcata．

Ｄ：RakeforPape7q/i』sjeJZahuromo・

Eachimplement（exceptＣ）ｉｓａｔｔａｔｃｈｅｄａｔｔｈｅｔｉｐｏｆａｒｏｄ．
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